
市立奈良病院を受診された患者様へ 

 

当院では下記の臨床試験を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用又は提供されるこ

とを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

 

研究課題名 

泌尿生殖器系および後腹膜腫瘍を対象とした手術療法・薬物療法・

放射線療法・無治療監視療法の治療成績および合併症の包括的比較

解析 

当院の研究責任者 
所 属：泌尿器科 

責任者：岡島 英二郎 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 

奈良泌尿器疾患治療研究グループ 

奈良県立医科大学     泌尿器科  藤本清秀 

奈良県総合医療センター  泌尿器科  吉川元清 

奈良県西和医療センター  泌尿器科  吉田貴法 

南奈良総合医療センター  泌尿器科  山本広明 

市立奈良病院       泌尿器科  岡島英二郎 

大和高田市立病院     泌尿器科  福井真二 

済生会中和病院      泌尿器科  冨岡厚志 

済生会奈良病院      泌尿器科  大塚憲司 

大和郡山病院       泌尿器科  岩本崇史 

高井病院         泌尿器科  市川和樹 

近畿大学奈良病院     泌尿器科  喜馬啓介 

平尾病院         泌尿器科  平尾周也 

星ヶ丘医療センター    泌尿器科  松本吉弘 

大阪暁明館病院      泌尿器科  篠原雅岳 

大阪回生病院       泌尿器科  阪本慧一 

多根総合病院       泌尿器科  飯田孝太 

岡波総合病院        泌尿器科  前阪郁賢 

松阪中央総合病院     泌尿器科  辰巳佳弘 

 

本研究の目的 

私達は悪性腫瘍や良性腫瘍に対するより良い治療法を調べるための臨床試験

を行っています。泌尿器科で扱う腫瘍はさまざまあり，その疾患や進行度によっ

て，手術療法・薬物療法・放射線療法・無治療監視療法などを組合しながら治療

していきます。ただし，治療にはお体への負担や合併症の危険性をさけてとおる

ことができません。そこで私達はこれまでに治療を受けてこられた患者さんを対

象として，過去の診療情報をしらべることで，その患者さんに応じた適切な治療

法を見つける医療 （プレジションメディスン） の確立を目指しています。 

そのためには，手術療法・薬物療法・放射線療法・無治療監視療法などの治療

成績を比較することが必須となります。本研究では，上記の対象にあてはまる患

者さんの臨床情報をカルテから調査を予定しています。本研究は，既存資料（臨

床病理学的背景，予後などの診療情報）を用いる観察研究であり，介入はなく，



特に患者さんに不利益や健康被害などは発生せず，リスク／ベネフィットバラン

スは高いと考えています。また個人情報の取り扱いには下記別項目に示す如く十

分に注意して行われます。 

調査データの該当期間 
データ収集：倫理審査委員会の承認日から 2025年 12月 31 日まで 

データ解析（中間解析を含む）：研究の許可日以降から 2026年 1 月 31日まで 

本研究の対象及び方法 

（使用する試料等） 

本研究は，既存資料（臨床病理学的背景，予後などの診療情報）を用いる観察研

究です。 

具体的には 

年齢・性別・身長・体重・既往歴・合併症・嗜好歴・疾患名・手術名・治療内容・

診療経過・身体所見・血液検査結果・手術中動画・CT/MRI/超音波検査/一般レン

トゲン画像ならびに病理診断検査結果 

全生存期間・癌特異生存期間・無再発または無進展生存期間・治療に伴う合併症

や有害事象 等の項目です 

 

試料・情報の 

他の機関への提供 

共同研究施設で研究責任者 奈良県立医科大学 泌尿器科 三宅牧人 に送付

して解析等行います。 

個人情報の取り扱い 

対象となる組織標本は個人名を消去し，記号をつけて取り扱われます。従って，

研究の際に患者さんの名前や身元が分かることはありませんが，その検体が誰の

ものであるかは記号から確認できるようになっています。研究の結果は新しい治

療方法の開発の目的で学会や論文等に報告されますが，臨床的な情報や研究の結

果はすべて匿名で扱われるため，患者さんのプライバシーが損なわれることはあ

りません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に関連し、開示すべき利益相反はありません。 

お問い合わせ先 
ＴＥＬ：0742-24-1251 

担当者：泌尿器科 岡島英二郎 

備 考  

 


